
家庭を愛し、青少年を健やかに育てましょう

牧水の偉業をしのぶ
9月17日盛大に牧水祭

　恒例の牧水祭が、9剛7日坪谷の歌碑前で
盛大に行われました。
　当日は、牧水顕彰会の関係者．遺族をはじ
め300人が参列し神事のあと、三浦治郎吉さん

（埠谷）が歌碑に刻まれた「ふるさとの…」の歌

を朗啄、煙谷〔P学校生徒が国歌を合唱するな

か、同中学校生徒の三好美喜さん．矢野亜由
美さんがみこ姿で歌碑に清酒をそそぎました。

　ひきつづき会場を生家にうつし短歌入選者
の発表、選評が行われ最後に、塩月儀市さん
による「牧水の生涯」と題した記念講演を行
い、ありし日の牧水の偉業をしのびました。
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ふるさとの尾鈴の山のかなしさよ

　　　　秋もかすみのたなびきて居り

牧　水



＠町報とうこう

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
東
郷
町
一
般
会
計
と
特
別
会

計
（
四
会
計
）
の
決
算
が
九
月
定
例
町
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

圏
般
会
計

あ
ら
ま
し

．
　
1
　
，
　
．

　
歳
入
総
額
は
、
二
十
五
億
七
千
九
百

七
十
三
万
円
、
歳
出
総
額
は
、
二
十
四

億
三
千
五
十
九
万
六
千
円
と
な
り
差
引

き
一
億
四
千
九
百
十
三
万
四
千
円
を
五

十
九
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
、

及
び
特
別
地
方
交
付
税
等
の
臨
時
的
な

一
般
財
源
の
確
保
、
高
率
補
助
事
業
の

導
入
、
更
に
は
国
債
の
効
率
充
当
と
併

せ
、
一
般
財
源
の
有
効
な
活
用
、
保
有

を
図
り
な
が
ら
事
業
を
執
行
し
た
こ
と

等
が
要
因
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方

財
政
を
と
り
ま
く
状
勢
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化

は
更
に
進
行
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

80

唐
ﾍ
依
存
財
源

出三
金九歳
一・
九一で
・智は
七で’
智第地
’一

町彫交
債。付
一次税
二いが
・で全
二県体
智支の

と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
は
八
○
・

七
智
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
に
4
1
響

　
歳
出
で
は
、
性
質
別
に
み
る
と
普
通

建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費
が
全
体

の
四
一
・
叡
智
、
人
件
費
等
の
義
務
的

経
費
が
三
八
・
四
智
、
補
助
費
、
物
件

費
等
の
消
費
的
経
費
が
二
〇
・
一
警
と

な
っ
て
い
ま
す
。

＜
田
野
々
地
区
の
ほ
場
整
備

擁纈灘

す
す
む
ほ
場
整
備

。
農
林
水
産
業
費

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
を
図
る
た
め
、
全
体
の
三
一
・
鮫

鞘
七
億
七
千
三
百
万
円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

　
農
業
関
係
で
は
、

県
単
土
地
改
良
事
業
…
…
下
村
・
原
ヶ

　
迫
・
本
村
地
区
農
道
の
政
良
舗
装

固
体
営
土
地
改
良
事
業
…
…
田
原
・
西

　
谷
・
柳
原
地
区
農
道
の
改
良
舗
装

新
農
業
構
造
改
善
事
業
…
…
田
野
々
・

　
桑
木
田
地
区
の
ほ
場
整
備
（
一
四
・

　
五
胎
）

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
…
…
寺
迫

　
地
区
営
農
飲
回
用
水
施
設

暖
地
営
農
村
づ
く
り
事
業
…
…
久
居
原

　
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
一
棟
、
農
用
ト

　
ラ
ク
タ
ー
及
び
格
納
庫
（
深
谷
）

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、
年
次
計
画
に
よ
る

町
有
林
の
整
備
、
間
伐
促
進
総
合
対
策

事
業
、
林
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
に
よ

り
、
林
道
・
作
業
道
の
開
設
（
四
路
線
）

特
用
林
産
物
生
産
施
設
一
棟
、
基
盤
整

備
用
機
械
施
設
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
バ
ッ

ク
ホ
ー
等
）
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。借

金
の
返
済
額

。
公
債
費

町
田
の
償
還
金
は
、
元
金
】
億
六
干

百
万
円
、
利
子
一
億
六
千
百
万
円
で
、

五
十
八
年
度
末
起
債
残
高
は
二
十
五
億

三
千
六
百
万
円
で
公
債
費
比
率
は
一
五

・
二
智
と
な
り
ま
し
た
．
．

《
新
し
く
な
っ
た
東
郷
幼
稚
園

東
郷
幼
稚
園
を
改
築

○
教
育
費

　
老
朽
化
の
激
し
か
っ
た
東
郷
幼
稚
園

の
改
築
が
行
わ
れ
、
鉄
筋
コ
ン
フ
リ
ー

ト
一
階
建
四
C
三
血
の
近
代
的
な
園
舎

が
完
成
し
ま
し
た
．

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
急
激
な
社

会
構
造
の
変
化
に
伴
い
発
生
す
る
地
域

連
帯
感
の
減
退
、
世
代
間
の
断
絶
、
青

少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
悪
化
等

を
克
服
す
る
た
め
、
家
庭
教
育
学
級
、

婦
人
学
級
等
三
十
二
学
級
二
一
一
講
座

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
，
ま
た
、
青
少
年

健
全
育
成
町
民
会
議
、
高
校
各
種
学
校

父
母
の
会
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
，

歳入の財源構成

依

存

地方交付税　　、

　τO億840万

）潮
　　39．1％

19．3％

自

その他
1億8，664万

　　4千円
＼　7．2％

主

財

鮪
％

税
饗

㌶源

25億

7，973万円

国摩支出金一
騰頚1万8聾

財

鍛秀躇含
　　　　3．6％

　　町債
3億1，540万円

　　12．2％

　　　　　　＼

　　県支出金

5億709万9千円

　　19．7％

源

80．7％

歳出の性質別構成

義

務

的

経
　
　
費

人件費

5憶2，471万

　　　2千円

、　　21．6％

砺臨
急

紳
筋
債

邸
公

認
　　　　　20．1％

的
　　その他
2億2，687万

　　1千円

　　93％

24億

3，059万

　　　6千円

躊。。欝＼
　　2億6、133万5干円

　　　10．8％

災害復旧費
1億1，％9万2干円

4．9％

い母
．

3億2，515万1千円

＼　13．4％ノ普通建設費
　　8億8，978万円

＼　　　　36．6％

資

的

投

経
41．5％費

歳出の目的別構成

農林水産業費

7億7．393万4千円

＼　　31．8％

　　　　欝

災害復旧費灸
　1億L969万多

　　　2千円

その他
1億3、366万

　　1千円

　　5．5％
ω

　戻生賛　　　4・9％

1億8’856万9柄

＿　　ア．8箔

交付金等

8，023万円

　　3．1％

24億

3，059万

　　　6千円

　公　債　費

3億2，515万2千円

　　13．4％

　教育費

2億7，492万

　　　4千円

　1L3％

　総　務　費
2億6’15！万6干円

　70，8％

天

　　土　木　費

2億7，037万

　　7干円

η1％

暫
堕
馳
吻
聖
嚇
聖
喚
ー
ー
；
巳
一
竃
躰
自
堅
霜
9
1
痴
一
。
唾
一
堕
遍
顎
馳
ら
嘩
9
雪
9
1
9
電
9
疇
唾
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唖
電
聖
亀
墜
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馳
9
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ー
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重
三
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二
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一
二
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電
壁
亀
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●
騨
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堕
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馳
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夢
一
塾
堕
晴
吻
聰
堕
亀
1
●
唾
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顎
聰
9
璽
塾
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馳
9
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亀
壁
馳
9
●
喚
麺
堕
冒
聖
聰
璽
・
嚇
電
堕

詳報とうこう（3）

舗
装
率
は
8
4
％

O
土
木
費

　
多
様
か
つ
高
度
化
す
る
町
民
の
道
路

整
備
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
、
道
路
交

通
の
安
全
確
保
と
円
滑
化
を
図
る
た
め

町
道
大
谷
出
口
線
三
十
路
線
の
改
良
舗

装
、
天
神
橋
外
二
橋
の
改
良
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。
町
道
延
長
「
四
四
憩
の

う
ち
舗
装
延
長
は
一
二
一
燐
で
、
八
四
・

二
警
の
舗
装
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
牧
水
公
園
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
．
．

＜
改
良
さ
れ
た
大
谷
出
口
線

。
総
務
費

　
電
子
計
算
の
運
用
経
費
、
財
産
管
理

事
務
、
選
挙
事
務
、
統
計
事
務
等
の
執

行
経
費
と
し
て
支
出
し
た
ほ
か
、
町
内

に
掲
示
板
（
工
専
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

o
民
生
費

　
住
民
の
福
祉
行
政
の
向
上
を
図
る
た

め
、
民
生
委
員
活
動
、
国
民
年
金
事
務

老
人
ホ
ー
ム
運
営
、
敬
老
行
事
、
老
人

健
康
対
策
、
障
害
者
対
策
、
母
子
対
策

災
害
救
助
対
策
等
の
経
費
と
し
て
支
出

し
ま
し
た
。

ヘ
コ
ヒ
　
　
コ
コ
ヒ
ロ
　
　
　
コ
　
　
コ
の
　
　
　
ロ
ニ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
ヒ
コ

㎝
特
別
会
計
…

o
国
民
健
康
保
険
事
業
　
歳
入
総
額
三

億
二
千
六
百
九
十
七
万
八
千
円
、
歳
出

総
額
三
億
四
百
八
十
万
一
千
円
で
差
引

き
二
千
二
百
十
七
万
三
千
円
の
繰
越
剰

余
金
が
生
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
う
ち
一

千
万
円
に
つ
い
て
は
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
て
い
た
た
め
積
み
立
て
を
行
い
ま
し

た
。o

老
人
保
健
事
巣
　
老
人
保
健
法
が
改

正
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
度
が
初
年
度

と
な
り
ま
し
た
が
、
歳
入
総
額
二
億
百

十
三
万
三
千
円
、
歳
出
総
額
一
億
九
千

五
百
八
十
五
万
三
千
円
と
な
り
差
引
き

五
百
三
十
八
万
円
を
五
十
九
年
度
に
繰

越
し
ま
し
た
。

O
簡
易
水
道
事
業
　
こ
の
事
業
は
、
山

陰
地
区
外
三
施
設
を
運
営
管
理
し
て
い

ま
す
。
歳
入
総
額
二
千
二
百
十
五
万
七

千
円
、
歳
出
総
額
一
千
八
百
八
十
九
万

一
千
円
で
差
引
き
三
百
二
十
六
万
六
千

円
を
五
十
九
年
度
に
繰
越
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

o
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
　
病
院
事

業
に
つ
い
て
は
、
独
立
採
算
の
原
則
に

そ
っ
て
経
営
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
八
年
度
は
、
事
業
収
益

に
対
し
支
出
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
か
ら
欠
損
金

処
理
を
行
い
、
当
年
度
未
処
分
剰
余
金

は
五
百
五
十
四
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。



の町報とうごう

退職者医療制度が発足

日から施行110月

　
こ
の
た
び
の
国
会
で
、
国
民
健
康
保

険
法
が
改
正
に
な
り
、
　
「
退
職
者
医
療

制
度
」
が
十
月
一
日
よ
り
発
足
し
施
行

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
長
い

間
、
会
社
や
役
所
等
に
勤
め
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
船
員
保
険
な
ど
か
ら

年
金
を
受
給
し
て
い
る
本
望
と
そ
の
家

族
が
該
当
に
な
り
申
請
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
や
問
い
合
せ
ば

役
場
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
に
し
て

下
さ
い
。

・
の
髪
嘉
入
で
き
人
退
嚢
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
者
…

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人
と
そ
の
家
族
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
被
用

　
者
年
金
制
度
の
老
齢
（
退
職
）
、
年

　
金
を
受
給
で
き
る
人
（
被
用
者
年
金

　
の
期
間
が
二
十
年
以
上
）
か
、
四
十

　
歳
以
上
で
、
十
年
以
上
の
通
算
老
齢

　
（
退
職
）
年
金
を
受
給
で
き
る
人
の

　
い
ず
れ
か
。

③
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な

　
い
人
。

…
家
族
（
被
扶
養
者
）
は
ど
う
な
る
か

　
こ
こ
で
い
う
家
族
（
被
扶
養
者
）
と

は
、
本
人
（
退
職
被
保
険
者
）
の
父
母

配
偶
者
（
内
縁
を
含
む
）
及
び
子
、
孫
、

弟
、
妹
な
ど
で
三
親
等
以
内
の
親
族
で

あ
っ
て
、
同
［
の
世
帯
に
属
し
て
い
て

主
と
し
て
本
人
（
退
職
被
保
険
者
）
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

て
い
る
人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

｝
保
険
税
は
ど
う
な
る
か
…

　
保
健
税
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
と
き
と
同

じ
で
す
。

　
①
所
得
割
額

　
②
資
産
割
額

　
③
均
等
割
額

　
④
平
等
割
額

　
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
、
保
険
税
と
し

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

…
給
付
は
…

①
退
職
者
本
人
は
八
割

②
家
族
は
外
来
七
割
、
入
院
八
割
と
な

　
り
、
高
額
療
養
費
も
支
給
さ
れ
次
の

　
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
〔
高
額
療
養
費
〕

　
退
職
被
保
険
者
本
人
と
そ
の
被
養
者

の
方
が
医
療
機
関
な
ど
に
が
か
っ
た
と

き
、
一
部
負
担
の
額
が
、
五
万
一
千
円

（
低
所
得
者
の
場
合
は
三
万
円
）
を
超

え
る
と
き
に
は
、
そ
の
超
え
た
額
に
つ

い
て
役
場
住
民
課
の
窓
口
に
請
求
す
れ

ば
、
　
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
払
い
戻

し
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
家
族
が
同
時
に
医
療

機
関
に
か
か
り
、
自
己
負
担
が
三
万
円

以
上
の
場
合
、
合
算
し
て
五
万
一
千
円

と
な
り
ま
す
。
ま
た
一
年
以
内
で
四
回

以
上
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

は
負
担
限
度
額
は
三
万
円
に
な
り
ま
す
。

た
す
け
あ
い
共
同
募
金

　
　
「
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
」

　
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
毎
年
共

同
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
昨
年
度
に
お
い
て
も
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
で
九
四
四
、
七
七
〇
円
の

募
金
が
集
り
、
目
標
額
の
一
〇
二
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績
を
納
め
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
の
う
ち
七
六
パ
ー
セ
ン
ト

七
二
四
、
七
七
〇
円
が
東
郷
町
に
還
元

さ
れ
、
社
会
福
祉
事
業
の
唯
「
の
自
主

財
源
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
、
在
宅
福
祉

を
は
じ
め
各
種
福
祉
事
業
に
大
き
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
九
年
度
も
、
」
一
〇
万
円
の

目
標
が
示
さ
れ
、
十
月
一
日
か
ら
＋
二
月

末
日
ま
で
募
金
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
に
お
け
る
急
速
な
高
令
化
社
会

へ
の
移
行
を
は
じ
め
、
国
民
生
活
の
向

上
や
国
民
意
識
の
変
化
等
に
伴
い
、
国

民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
、
ま
す
ま
す
多
様

化
、
高
度
化
し
て
き
て
お
り
民
間
社
会

福
祉
事
業
の
役
割
は
一
層
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
先
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
実

績
に
応
じ
七
六
．
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
分
還

元
を
受
け
て
お
り
、
在
宅
福
祉
、
又
は

に
ご
協
力
を

歳
末
慰
問
各
種
福
祉
団
体
等
に
援
助
す

る
な
ど
、
本
町
に
お
い
て
は
、
財
源
確

保
の
上
か
ら
も
こ
の
共
同
募
金
運
動
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

海
外
（
米
国
）
派
遣
農
業

実
習
生
を
募
集

　
県
で
は
次
の
と
お
り
海
外
派
遣
農
業

実
習
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間

▽
派
遣
国

▽
派
遣
期
間

▽
経
費

10

獅
R
1
日
ま
で

米
国

昭
和
6
0
年
3
月
か
ら
昭

和
6
1
年
3
月
ま
で

十
七
万
円
（
う
ち
個
人

負
担
二
万
円
）

▽
応
募
資
格

　
◎
年
令
　
昭
和
2
9
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
昭
和
4
1
年
3
月
3
1
日
生

▽
問
い
合
わ
せ

　
詳
し
く
は
役
場
農
林
課
へ
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
．
．

町報とうこう（5）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

経
営
移
譲
と
は
一
圃

囹
経
営
移
嬢
の
要
件

　
①
経
営
移
譲
の
終
る
ち
ょ
う
ど
一
年

　
前
の
日
〔
基
準
日
）
に
、
自
分
名
義

　
で
所
有
す
る
か
、
借
り
入
れ
て
耕
作

　
ま
た
は
養
畜
の
事
業
を
し
て
い
る
農

　
地
等
（
農
地
と
採
草
放
牧
地
を
い
う
）

　
の
面
積
が
三
十
ア
ー
ル
以
上
あ
る
人

が
、②

基
準
日
以
降
一
年
間
に
自
分
名
義

　
で
買
い
入
れ
た
り
、
戻
っ
て
き
た
農

地
等
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
農
地
等

を
後
継
者
か
第
三
者
（
他
の
農
家
な

ど
）
の
い
ず
れ
か
一
方
に
、
農
地
法

ま
た
は
農
用
地
利
用
増
進
法
上
の
手

続
き
を
と
っ
て
適
格
に
そ
の
権
利
を

譲
り
渡
し
た
り
、
貸
し
た
り
し
て
農

業
経
営
か
ら
引
退
す
る
こ
と
で
す
。

た
自
作
地
や
借
り
入
れ
た
小
作
地
を
含

む
）
の
す
べ
て
を
、
一
人
の
後
継
者
に

次
の
よ
う
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
ω
自
作
地
、
後
継
者
に
譲
り
渡
す
か

　
貸
す
（
所
有
権
の
移
転
か
使
用
収
益

　
権
の
設
定
）
。

　
②
小
作
地
は
、
後
継
者
に
そ
の
権
利

　
を
移
す
か
、
貸
す
か
（
使
用
収
益
権

　
の
移
転
か
設
定
）
、
地
主
に
返
す
（
使

　
用
収
益
権
の
消
滅
）
※
使
用
収
益
権

あ
と
は
ま
が
せ
た
よ

一、

繻
p
者
に
移
譲
す
る
場
合

▼
後
継
者
移
膿
の
相
手
方
は

　
経
営
移
譲
を
す
る
人
の
直
系
卑
属

（
子
や
孫
）
の
う
ち
、
経
営
移
譲
の
終
る

日
ま
で
引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
に
従

事
し
て
い
た
人
で
、
一
人
に
限
ら
れ
ま

す
。
U
タ
ー
ン
後
継
者
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
三
年
以
上
の
農
業
従
事
に
つ

い
て
の
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

鰯
A
・

　
■

麗

設
定
の
場
合
、
そ
の
権
利
の
存
続
期

間
が
、
十
年
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

二
、
第
三
者
に
移
譲
す
る
場
合

手
方
は
二
人
以
上
で
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ω
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者

　
②
六
十
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
次
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

　
　
①
自
分
名
義
の
農
地
等
の
面
積
が

　
　
五
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主

　
　
②
自
分
名
義
の
農
地
等
の
面
積
が

　
　
三
十
ア
ー
ル
以
上
五
十
ア
ー
ル
未

　
　
満
で
あ
り
、
そ
の
う
え
年
間
の
農

　
　
業
労
働
時
間
が
七
百
時
間
以
上
で

　
あ
る
農
業
経
営
主

　
③
農
業
者
年
金
基
金
、
農
地
保
有

　
合
理
化
法
人

　
④
農
業
生
産
法
人
、
農
協
等

▼
農
地
等
の
処
分
方
法
は

　
基
準
日
に
あ
っ
た
自
分
名
義
の
自
作

地
と
小
作
地
（
基
準
日
以
降
に
取
得
し

▼
第
三
者
移
譲
の
相
手
方
は

　
次
に
掲
げ
る
も
の
で
す
。
後
継
者
移

譲
の
場
合
と
違
っ
て
、
移
譲
を
す
る
相

▼
農
地
等
の
処
分
の
方
法
は

　
基
準
日
に
持
っ
て
い
た
自
分
名
義
の

自
作
地
と
小
作
地
に
つ
い
て
、
自
留
地

と
し
て
十
ア
ー
ル
の
範
囲
内
で
保
留
で

き
ま
す
が
、
自
留
地
以
外
の
農
地
等
は

適
格
な
第
三
者
に
次
の
よ
う
に
処
分
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ω
自
作
地
は
、
第
三
者
に
売
り
渡
す

　
か
、
貸
す
（
所
有
権
の
移
転
か
使
用

　
収
益
権
の
設
定
〉
。

　
②
毎
L
地
は
、
第
三
者
に
そ
の
権
利

　
を
移
す
か
、
地
主
に
返
す
。
（
使
用
収

　
益
権
の
移
転
か
消
滅
）

　
※
　
使
用
収
益
権
の
設
定
の
場
合
は

　
　
そ
の
権
利
の
存
続
期
間
が
十
年
以

　
　
上
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
ほ
か
、
農

　
　
業
生
産
法
人
の
構
成
員
で
あ
る
人

　
　
が
経
営
移
譲
す
る
場
合
は
、
別
個

　
　
の
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
町
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全国防犯運動

10月11日～20日

　
戸
締
り
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　
全
国
防
犯
運
動
が
、
十
月
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま

す
。　

こ
の
運
動
は
、
警
察
、
関
係
機
関
及

び
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
国
民
の

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
施
策

そ
の
他
の
防
犯
対
策
を
総
合
的
に
推
進

し
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
杜
会
の
建

設
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。
今
年
は
特
に
、
少
年
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化
に
重
点
が

お
か
れ
実
施
さ
れ
ま
す
。

灘
麟
慧
孫
警

拶
鶴
馨
餐
ざ

導ミ㈹き軸々

“
礼
乙

煮
漣

　
ま
た
、
行
楽
の
秋
を
迎
え
て
、
家
族

そ
ろ
っ
て
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
．
，
出
か
け
る
と
き
は
、
確
実
な
戸

締
り
、
近
所
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

O
カ
ギ
を
か
け
た
か
と
う
か
、
も
う
一

　
度
確
認
を
。

　
玄
関
や
勝
手
口
ば
か
り
で
な
く
、
応

接
間
、
浴
室
の
窓
、
ト
イ
レ
の
高
窓
や

二
階
の
窓
も
よ
く
確
認
を
．
、

○
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
必
ず
戸
締
り

　
を
。

　
空
巣
ね
ら
い
は
、
四
、
五
分
も
あ
れ

ば
“
ひ
と
仕
事
”
を
終
え
る
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
素
早
い
犯
罪
で
す
。
買
物
で
も

必
ず
戸
締
り
を
。

　
行
楽
な
ど
家
族
で
出
か
け
る
場
合
は

隣
近
所
へ
「
ひ
と
声
」
か
け
て
出
か
け

る
よ
う
こ
し
ま
し
よ
う
。

※
町
防
犯
協
会
と
警
察
で
は
、
こ
の
期

間
中
に
町
内
の
各
事
業
所
等
に
つ
い
て

夜
間
の
防
犯
診
断
を
行
い
ま
す
。

毘
赫
貞
挙
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点

描

（36）

唇
獲
薩
閣
］

　
こ
の
前
、
坪
谷
の
三
浦
治
郎
吉
さ
ん

（
町
老
連
副
会
長
）
が
、
「
見
台
を
見
つ

け
ま
し
た
」
と
い
か
に
も
大
し
た
宝
物

で
も
見
つ
け
た
様
に
、
誇
ら
し
げ
な
顔

を
。
　
「
そ
れ
は
大
し
た
事
で
す
そ
、
ど

こ
で
、
ど
ん
な
家
で
…
」
私
も
う
れ
し

く
て
矢
つ
ぎ
ば
や
に
質
問
し
た
。
　
「
立

派
な
も
の
で
す
。
前
の
方
の
房
も
二
本

ち
ゃ
ん
と
た
れ
て
い
ま
す
。
腰
も
台
も

と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
」
私
達
が

少
年
時
代
に
、
村
の
割
に
余
裕
の
あ
る

方
々
が
、
師
匠
さ
ん
を
雇
っ
て
い
て
、

音
色
の
高
い
三
味
線
に
合
せ
て
「
義
太

夫
ぶ
し
登
る
り
」
を
け
い
こ
し
て
い
た

風
景
を
見
た
も
の
で
し
た
。
　
「
義
経
千

本
桜
、
阿
波
の
鳴
門
巡
禮
お
鶴
」
な
ど

聞
き
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
と
し
て
は

上
品
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
量
る
り
台
本
を
載
せ
る
の
が
「
見

轟
8
●
孟
■
9
孟
■
■
二
薩
■
－
■
■
冒
釜
富
7
畳
邑
雪
至
奮
■
7
8
8
毒
亀
■
冒
・
董
8
7
8
…
奮
皇
院
■
▼
■
8
7
愚
i
●
二
粟
琴
「
蓋
薩
7
8
2
電
二
呂
3

振
動
障
害
の
早
期
発
見
を
戸
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
業
労
働
者
特
殊
健
康
診
断

　
林
業
労
働
に
お
け
る
、
振
動
障
害
の

早
期
診
断
、
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て

チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業
従
事
者
を
対
象
と
し

て
次
の
日
程
で
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
農
林
課
へ
お
尋
ね

台
」
で
黒
ぬ
り
の
ピ
カ
ピ
カ
。
脚
台
が
　
　
切
り
場
の
争
い
ご
と
で
あ
り
ま
す
。

広
く
見
台
が
斜
上
に
な
っ
て
、
語
る
人
　
　
　
茅
切
り
場
は
、
鵜
野
木
山
や
荒
平
山

が
い
か
に
も
上
手
そ
う
な
、
上
品
な
人
　
　
の
名
が
出
て
い
ま
す
。
双
方
の
区
民
が

に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
見
台
が
昔
そ
の
　
　
入
り
交
の
、
て
勝
手
に
茅
を
切
（
．
て
い
た

ま
ま
に
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
三
浦
さ
　
　
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
代
官
所
の
役
入
が

ん
は
師
匠
が
お
れ
ば
今
か
ら
で
も
習
い
　
　
立
入
り
、
双
方
か
ら
百
姓
代
表
を
出
し

た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
弁
指
（
今
の
区
長
）
も
当
然
出
席
し
て

　
今
年
の
四
月
か
ら
東
郷
町
老
入
ク
ラ
　
　
区
割
り
を
き
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
書

ブ
連
合
会
は
、
県
指
定
に
よ
り
、
　
「
文
　
　
面
を
作
っ
て
代
表
は
そ
れ
ぞ
れ
印
ば
ん

化
活
動
推
進
事
業
」
を
二
ヶ
年
計
画
で
　
　
を
押
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
八
重
原

調
査
研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
　
　
代
表
側
に
、
庄
屋
山
口
梅
右
エ
門
、
弁

た
。
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
民
具
、
　
　
万
善
右
エ
門
、
山
陰
古
代
表
側
に
大
庄

民
芸
品
、
古
文
書
等
の
調
査
を
始
め
た
　
　
屋
寺
原
和
右
エ
門
、
弁
護
久
右
エ
門
と

と
こ
ろ
で
す
。
勿
論
、
物
品
そ
の
も
の
　
　
署
名
捺
印
し
て
い
ま
す
。
八
重
原
庄
屋

は
所
有
者
の
権
限
で
あ
り
ま
す
。
将
来
　
　
と
山
陰
村
大
庄
屋
と
の
区
別
が
は
っ
き

は
国
、
県
に
博
物
館
が
あ
る
よ
う
に
、
　
　
り
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
庄
屋
以
上
に

東
郷
町
に
も
民
族
資
料
館
を
是
非
建
設
　
　
苗
字
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

し
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
民
具
、
民
　
　
ま
す
。
こ
の
茅
切
り
場
事
件
は
文
政
十

芸
品
の
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
　
　
年
で
今
か
ら
百
七
十
余
年
前
の
こ
と
で

ん
。
幸
い
町
当
局
よ
り
深
い
御
理
解
と
　
　
す
。

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
民
　
　
　
昔
の
人
達
の
生
活
の
状
態
と
工
夫
と

の
皆
様
方
に
も
格
別
な
御
協
力
方
お
願
　
　
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
は
、
東
郷
町
の

い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
の
変
遷
を
知
り
、
子
孫
に
対
し
て

　
鶴
野
内
老
人
ク
ラ
ブ
が
古
文
書
を
持
　
　
の
極
め
て
大
切
な
伝
承
事
業
だ
と
思
い

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
八
重
原
　
　
ま
す
。

村
迫
野
内
と
、
山
陰
村
鶴
野
内
と
の
茅
　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

　
　
　
　
　
蓋
讐
・
曇
蚕
二
冨
馨
・
8
■
●
「
8
■
7
§
馨
●
毫
昌
3
・
曇
3
7
亀
■
7
轟
i
7
§
婁
乙
酉
冒
孟
奮
玉
垂
■
7
量
1
7
曇
二
塁
蚕
豆
二
8
馨
●
置
■
▼
盒
署
7
昌
■
7
8
■
7
薗
8
冨
7
蔓
響
自
8
▼
纏
■
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
用
い
て
林
業
に
従
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
携
行
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
日
に
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
、
国
民
保
険
被
保
険
者
証
を
必
ず

▼
申
込
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
が
、
農
林
課
に
準
備
し
て
　
　
▼
場
所
　
日
向
市
（
日
向
木
材
会
館
〉

　
あ
り
ま
す
の
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
　
▼
日
時
　
1
0
月
2
5
～
2
6
日
　
9
時
か
ら

▼
受
診
料
　
二
、
五
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で
（
受
付
は
8

▼
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
3
0
分
か
ら
）

牧
水
と
坪
谷
⑳

　
牧
水
は
二
十
日
ば
か
り
家
に
居
て

次
の
二
首
を
の
こ
し
て
旅
立
っ
た
。

。
父
の
髪
母
の
嵩
み
な
白
み
来
ぬ
子

　
は
ま
た
遠
く
旅
を
お
も
へ
る

・
一
人
の
わ
が
た
ら
ち
ね
の
母
に
さ

　
へ
お
の
が
こ
こ
ろ
の
解
け
ず
な
り

　
ぬ
る

　
明
治
四
十
五
年
七
月
目
病
気
の
た

　
め
帰
省

　
七
月
二
十
日
「
父
危
篤
」
の
電
報

に
接
し
二
十
五
日
に
帰
省
し
た
。

　
父
の
病
気
は
中
風
で
心
配
し
て
い

た
ほ
ど
の
重
態
で
は
な
く
、
一
先
づ

安
心
し
た
が
、
し
か
し
故
郷
に
待
っ

て
い
た
の
は
父
の
病
気
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。

　
帰
省
し
て
五
日
目
に
友
人
に
出
し

た
葉
書
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
父
は
幸
ひ
に
日
ま
し
に
い
い
様
だ
．
、

然
し
ど
う
も
よ
ほ
ど
永
び
き
そ
う
だ
．
、

そ
れ
こ
れ
で
と
て
も
も
う
郷
里
を
出

ら
れ
そ
う
に
な
い
。
自
殺
で
も
す
る

気
に
な
っ
て
、
半
分
は
や
け
、
半
分

は
孝
行
気
を
出
し
て
、
こ
の
二
年
日

向
の
人
間
に
な
っ
て
い
よ
う
か
と
も

思
う
。
然
し
、
な
ん
と
い
ふ
苦
し
い

こ
と
だ
ろ
う
一
．
」

　
僕
は
君
、
こ
の
前
東
京
に
出
た
っ

塩
　
月
　
儀
市

つ
き
り
一
回
の
葉
書
も
出
さ
ず
に
い

た
の
だ
か
ら
、
父
母
を
始
め
親
族
、

郷
党
悉
く
僕
を
恐
し
い
悪
魔
に
な
っ

た
よ
う
に
思
い
こ
ん
で
ネ
、
帰
る
と

す
ぐ
、
父
の
病
気
は
そ
っ
ち
の
け
で

親
族
会
議
が
開
か
る
る
や
ら
何
や
、

大
騒
ぎ
サ
、
僕
が
東
京
で
何
を
や
っ

て
い
た
か
知
ろ
う
道
理
も
な
い
が
、

ま
た
知
ら
れ
よ
う
と
も
思
わ
な
い
が

夜
を
日
に
つ
い
で
の
罵
倒
に
は
い
さ

さ
か
へ
き
え
き
し
て
い
る
。
然
し
、

あ
の
善
人
の
父
母
を
眼
の
あ
た
り
に

見
る
と
ネ
、
さ
す
が
に
強
い
心
も
起

し
か
ね
る
の
だ
。
実
に
せ
つ
な
い
、

二
二
二
年
こ
ち
ら
に
い
る
と
す
れ
ば

君
に
も
い
っ
か
逢
え
る
だ
ろ
う
。
坪

谷
村
の
小
学
校
教
師
か
村
役
場
の
吏

員
か
、
そ
ん
な
資
格
で
も
っ
て
サ
。
L

　
こ
の
手
紙
に
あ
る
通
り
帰
る
と
す

ぐ
親
族
会
議
が
開
か
れ
て
「
父
が
病

気
で
倒
れ
た
の
で
郷
里
に
留
ま
っ
て

学
校
か
役
場
に
勤
め
て
家
計
を
た
て

る
よ
う
」
と
強
く
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　
牧
水
は
す
ぐ
上
京
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
は
郷

里
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
決
心

し
ま
し
た
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
〉

行政相談

間週

10月14～20日

　
十
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
総
務
庁
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に
こ
の

週
間
を
設
け
、
行
政
相
談
活
動
の
紹
介

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
は
、

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
間
に
た
っ
て
中
立
、

公
平
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
苦
情
の
解
決
、
要
望
意
見
な
ど
の

実
現
、
問
い
合
わ
せ
へ
の
回
答
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
期
間
中
に

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
定
例
相
談
と
併

せ
、
巡
回
相
談
を
実
施
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
役
所
や
公
社
、
公
団
等
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、
意
見

な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

魂碁
行政相談委員の山ロ俊一さん

肥
料
、
ま
た
、
農
作
業
の
機
械
化
等
に

依
存
す
る
農
家
が
多
く
な
り
、
土
壌
管

理
が
粗
放
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
地
力
が
減
退
し
、
ひ
い
て
は

農
作
物
の
生
産
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
地
力
は
、
自
然
環
境
と
同
じ
で
一
度

汚
染
や
地
力
が
低
下
す
る
と
、
一
朝
一

夕
に
し
て
元
に
戻
せ
る
よ
う
な
簡
単
な

こ
と
で
は
な
く
、
地
道
に
し
か
も
計
画

的
に
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
回
復
で
き
ま

せ
ん
。

　
”
土
”
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
土
な
く
し

て
生
活
を
営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
”
土
の
日
”
を
機
会
に
、
土
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
、
土
を
愛
し
土
作
り
運
動

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
．
，

十
月
二
十
一
日
～
三
十
一
日

女
性
の
意
欲
と
能
力
が

　　

ｭ
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
を

大
切
な
“
土
”

▼
働
く
人
の
三
人
に
一
人
は
女
性
▲

　
働
く
女
性
は
年
々
増
加
し
、
昭
和
五

十
八
年
に
は
千
四
百
八
十
六
万
人
を
数

え
、
働
く
人
の
三
人
に
一
人
は
女
性
と

い
う
時
代
に
な
り
、
わ
が
国
の
経
済
社

会
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
婚
女
性
の
割
合
が
高
ま
り
、

女
性
労
働
者
の
三
分
の
二
を
占
め
、
婦

人
の
生
涯
に
お
け
る
職
業
生
活
の
意
義

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
女
性
が
そ
の
意

欲
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ
れ
に

応
じ
た
待
遇
を
受
け
る
条
件
が
必
ず
し

も
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

▼
働
く
婦
人
の
福
祉
の
増
進
と

　
　
　
　
地
位
の
向
上
を
目
指
し
て
▲

　
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た

め
、
労
働
省
で
は
毎
年
十
月
に
「
婦
人

労
働
旬
間
」
を
設
け
、
働
く
婦
人
の
福

祉
の
増
進
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
社
会
一
般
の
人
々
の

認
識
を
深
め
、
労
使
の
理
解
と
協
力
を

促
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男

女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
を

促
進
す
る
」
を
目
標
に
、
三
十
二
回
目

の
「
婦
人
労
働
旬
間
」
　
（
1
0
月
2
1
日
～

31

冝
j
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
は
「
国
連
婦
人
の
十
年
」

の
最
終
年
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
を
中

心
と
し
て
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
批
准
の

た
め
の
条
件
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

あ
な
た
の
職
場
で
も
、
　
「
婦
人
労
働

旬
間
」
を
機
会
に
”
働
く
女
性
”
の
意

欲
と
能
力
、
待
遇
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
．
、

）

・
灘

’

回報とうごうσ

ユ

、
窃

（
●

●
●

「
土
の
日
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
十
月
の
第
一
土
曜
日
は
土
に
感
謝
す

る
意
味
で
全
国
的
に
「
土
の
日
」
が
定

め
て
あ
り
ま
す
。

　
本
県
で
も
昭
和
四
十
九
年
以
来
、
県

民
運
動
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

啓
蒙
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
、
し
か
し
、

「
般
的
に
”
土
”
に
対
す
る
関
心
は
薄

い
よ
う
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
人
間
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
土
の
恩
恵
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
土

は
食
糧
を
は
じ
め
農
畜
産
物
を
育
て
る

母
体
で
す
．
．

　
近
年
、
農
業
経
営
・
農
業
事
情
の
変

化
に
伴
い
堆
肥
の
施
用
を
忘
れ
、
化
学

飲
酒
運
転
追
放

昨
年
は
八
名
検
挙

　
飲
酒
運
転
は
、
最
も
悪
質
な
違
反
行

為
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
」
　
「
そ
こ
ま
で

だ
か
ら
」
な
ど
と
軽
い
気
持
ち
が
大
き

な
事
故
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
運
動
会

そ
の
他
行
楽
期
で
も
あ
り
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
町
内
か
ら
飲
酒
に

関
す
る
事
故
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
・
つ
．
、

　
昨
年
の
こ
の
時
期
に
町
内
で
八
名
の

人
が
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は

　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
か
ら

H
非
行
防
止
・
環
境
浄
化

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
基
本
は
家
庭

で
あ
り
、
親
は
子
ど
も
に
対
す
る
「
し

つ
け
」
な
ど
認
識
を
高
め
非
行
防
止
に

つ
と
め
た
い
も
の
で
す
。

　
町
内
で
は
、
二
人
の
学
生
を
盗
み
で

補
導
し
ま
し
た
が
本
人
も
深
く
反
省
し

ま
わ
り
も
温
か
い
気
持
ち
で
見
守
る
こ

と
で
、
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は

本
人
に
は
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

口
あ
い
さ
つ
運
動

　
日
向
市
な
ど
町
外
か
ら
き
た
人
か
ら

「
東
郷
町
の
子
ど
も
は
、
よ
く
あ
い
さ

つ
を
し
ま
す
ね
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
．
．

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
．
、
」
　
「
．
さ
よ

う
な
ら
．
「
こ
の
言
葉
の
中
に
は
、
非
行

と
は
結
び
つ
く
こ
と
の
で
き
な
い
や
さ

し
さ
が
あ
り
ま
す
，
、

　
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
ら
必
ず
応
え
て

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。



（8）

牛津とうこう

おしらせ

釜7

漁拶

胃
集
団
検
診

◎
実
施
日
炊
び
場
所

　
抽
月
齢
日
　
農
協
坪
谷
支
所

　
h
月
2
4
日
　
中
央
公
民
館

　
0
－
」
「
D
1

　
1
－
2
一
　
　
　
　
　
　
り

　
抽
月
2
6
目
　
農
協
寺
迫
支
所

　
本
年
度
第
一
一
回
目
の
田
目
集
団
検
診
が

四
十
歳
以
上
の
男
女
を
対
象
と
し
て
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
　
対
象
者
は

全
員
受
検
し
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と

め
ま
し
．
，
う

◎
対
象
者
　
釦
歳
以
上
、
　
（
但
し
．
卿

　
歳
以
下
で
も
希
望
者
は
受
け
ら
れ
ま

　
す
か
、
料
金
は
こ
、
瓦
こ
ご
円
　
、
・
す

◎
料
金
　
　
、
二
こ
二
円
る
歳
以
L

　
生
活
保
護
世
帯
、
町
県
民
税
非
課
税

　
世
帯
は
無
料
一

◎
受
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